
本冊子の構成こ使い有

本冊子は3部構成になつています。

第 1部 は、LD、 ADHD、 高機能自閉症等のある子ども、及び共通する特性のある子どもにつ

いて、典型的な状態を紹介 しながら、子どものようす (具体的な様子をそれぞれ 4つ ずつ例示)、

考えられる要因、支援の手立ての例を対応させてまとめたものです。

◇ 1～ 6の各項は、主としてLDに よく見られる状態 (①聞く、②話す、③読む、④書く、

⑤計算する、⑥推論する)に 対応しています。

◇ 7～ 9の各項は、主としてADHDに よく見られる状態 (⑦不注意、③多動、③衝動)に

対応しています。

◇10～12の各項は、主として高機能自閉症等 (アスペルガー症候群を含み、知的障害のない

広汎性発達障害)に よく見られる状態 (⑩対人的相互交渉、①コミュニケーション、⑫こ

だわりや想像力)に 対応しています。

なお、ここに例として記 した具体的な子どもの様子と要因は、必ず しも直接対応 しているわけで

はなく、同じような様子に見えても別の要因によることがあります。また、いくつかの要因が重複

している場合も少なくありません。もちろん、ここに記 した様子が見られる子どもがすべてLD、

ADHD、 高機能自閉症等であるとは限りません。子どもの様子だけを見て障害名を付けることが

ないように、十分留意してください。

子どもは一人一人みな違います。ここに取 り上げたものは典型的な例であり、先生方の目の前の

子どもにぴつたり合 うとは限りませんが、先生方が一人一人の子どもの支援について考えようとす

るときのヒン トになればと願つています。

第2部 は、LD、 ADHD、 高機能自閉症等の子どもを含めて、障害のある子どもを支援する体

制の整備についてまとめたt)のです。

特に、小 ・中学校における支援体制については、すべての小 ・中学校で必要となる学校体制につ

いて、その目的と整備方法や留意点についてQ&A形 式でまとめています。

また、学校を支援するシステムについても例示しています。

各学校や市町村でシステムを整備する参考にしていただければと願つています。

第3部 は、医療 ・心理の分野の専門家や保護者からの先生方へのメッセージです。

保護者の思いを受け止めていただくとともに、教育以外の専門家の助言として参考にしていただ

くようお願いします。

なお、支援体制の整備に当たつては、「/J ・ヽ中学校におけるLD(学 習障害),ADHD(注 意欠

陥/多 動性障害),高機能自閉症の児童生徒への教育支援体制の整備のためのガイ ドライン (試案)」

(平成 16年 1月文部科学省)を 参考にしてください。

また、児童生徒への具体的な支援方法を考える際には、京都府総合教育センター障害児教育部の

ホー ムペ ー ジ 「LD、 A D H D等 サ ポ ー トマ ニ ュア ル 」 な どを参 考 に して くだ さい。
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